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指　標　一　覧指　標　一　覧
基本
目標

番
号 指　標　名 実　績

（平成 26年度 )
目　標

（平成 32年度）
Ⅰ
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

１ 子どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合（子育てアンケート） 76.1% 80%以上（H31）　

２ 保育所等待機児童数 1,646 人 (H27.4.1) 解消を目指します

３ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護実施市町村数 15市 増加を目指します

４ 社員いきいき！元気な会社宣言会社数 570社 800社以上

５ 家族経営協定締結数 1,666 戸 (H27.3.31) 2,000 戸

６ 農林水産業における女性による起業経営体数 437経営体 (H27.3.31) 525 経営体

７ 女性の農業士等認証数 100人 (H27.3.31) 180 人

８ 県の審議会等における女性委員割合 29.7%(H27.4.1) 40%

９ 農業協同組合の役員に占める女性の割合 6.3%(H27.3.31) 15%

10 農業委員に占める女性の割合 4.6%(H27.3.31) 30%

Ⅱ
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

11 ＤＶが人権侵害であると認識する人の割合
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

女性　77.6％
男性　75.8％ 増加を目指します

12 要保護児童対策地域協議会の設置市町村数 53市町村 (H27.4.1) 54 市町村
( 全市町村）（H31)

13 職場等のセクシュアル ･ハラスメントを人権侵害と感じる者の割合
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

女性　78.3％
男性　81.6％ 増加を目指します

14 総合型地域スポーツクラブ設置市町村数 32市町村 (H26.4.1) 54 市町村
( 全市町村）

15 総合型地域スポーツクラブ会員数 20,064 人 (H26.4.1) 28,000 人

16 自殺死亡率
（人口動態統計に基づく人口 10万人当りの自殺者数）

女性 12.7
男性 27.1（H26) 減少を目指します

17 がん検診の受診率

胃がん
女性34.2％　男性47.7％
肺がん
女性41.4％　男性49.2％
大腸がん
女性36.7％　男性43.6％
乳がん 女性48.6％
子宮頸がん 女性43.7％
　（Ｈ 25）

50％以上

Ⅲ
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

18 社会全体で男女の地位が平等となっていると思う人の割合
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

女性　 9.0％
男性　18.1％ 増加を目指します

19

女性の権利に関する法制度の認知度
　男女共同参画社会基本法
　男女雇用機会均等法
　女子差別撤廃条約
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

47.6％
86.9％
28.9％

増加を目指します

20 学校教育の場で男女の地位が平等となっていると思う人の割合
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

女性　50.9％
男性　61.5％ 増加を目指します

21 県内消防団における女性消防団員数 517人 (H27.4.1) 増加を目指します

推
進
体
制

22 千葉県男女共同参画地域推進員設置市町村数 42市町村（H27.3.31） 54市町村
（全市町村）

23 男女共同参画計画策定市町村数 37市町（H27.3.31） 54市町村
（全市町村）

社会の様々な分野における男女の平等意識（千葉県）

資料：千葉県「男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査」（平成 26年）

男性も女性も仕事の成果や能力
が適正に評価され、経営者や 
管理職として多くの女性が活躍
し、意欲と活力にあふれていま
す。 

男性も女性も育児休暇や介護 
休暇が取りやすく、仕事と家庭
生活との調和を図りながら働き
続けられる環境が整っていま
す。 

男性も女性も地域との関わりを
大切に考え、主体的に地域活動
に参画し、住民相互のコミュニ
ケーションも活発に行われて 
います。 

住民相互が助け合い、地域社会
に強い連帯感があります。 
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家庭の中で

社会全体で

男性が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等 どちらかといえば女性が優遇されている

女性が非常に優遇されている わからない 無回答

n=799

遇優性女等平遇優性男

まだまだ男性優遇と感じている人が多いです。まだまだ男性優遇と感じている人が多いです。まだまだ男性優遇と感じている人が多いです。

職場では職場では 地域では地域では
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指　標　一　覧指　標　一　覧 概 要 版

第４次千葉県
男女共同参画計画
～男女がともに認め合い、支え合い、
　元気な千葉の実現を目指します～

千　葉　県
千葉県マスコットキャラクター

 チーバくん

夫も妻も子育てや介護、家事 
などを分担しあい、また、男の
子も女の子も家族の一員として 
家事などに協力し、家族全員が
支え合って明るく充実した家庭
生活を送っています。 

家庭での会話が多く、しっかり
とコミュニケーションが取れて
いるため、家族間での信頼関係
が築かれています。 

一人ひとりが、自分らしさを 
発揮しながらいきいきと学校
生活を送り、個性や能力が伸び
伸びと育まれています。 

社会で活躍できる人材が育ち、
個人の適性や意思を尊重した
進路選択がなされています。　　　

元気で活力ある社会を築いていくためには、
男女が互いにその人権を尊重しつつ、ともに責任も分かち合い、男性
も女性も個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画
社会を実現することが必要です。

男女がともに認め合い、支え合うパートナーとして、いきいきと
活躍できる男女共同参画社会は、誰もが大切にされる社会、そして
活力ある社会です。

県では、そうした社会の実現に向け、県民の皆様、団体や企業の
方々、市町村などと力を合わせ、取り組んでいきます。

みんなで「誰もが光り輝く元気な千葉県」をつくっていきましょう。

男女共同参画社会が実現すると…男女共同参画社会が実現すると…男女共同参画社会が実現すると…

家庭では家庭では 学校では学校では
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資料：千葉県「男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査」（平成 26年）
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 千葉県の人口は、今後減少していくことが見込まれています。

 女性は出産・子育て期にいったん職場を離れる傾向があります（Ｍ字カーブ）

 希望するライフスタイルは実現しにくいようです

仕事と生活の調和の理想と現実（千葉県）

資料：千葉県「第45回県政に関する世論調査」（平成24年） 

千葉県人口ビジョン（平成27年10月）における将来人口の試算  

将来人口の試算結果（千葉県）

年齢階級別男女別有業率及び就業希望率の推移（千葉県）

今後到来する本格的な人口減少社会において、経済社会を活性化するには、女性をはじめと

する多様な人材の活躍が必要です。

30歳代前後の 
女性は、働きた
くても子育て等
で思うように 
働けない状況に
あるようです。 

男性も女性も仕事と
家庭生活などバラン
スのとれたライフス
タイルを希望してい
ますが、理想と現実
のギャップがあるよ
うです。 

若い世代の結婚・ 
出産・子育てなどに 
関する希望や、千葉
に住みたいという
希望がかなうよう
に取り組むことで、
急激な人口減少に
歯止めをかけられ
る可能性がありま
す。 

※：社人研〔国立社会保障・

人口問題研究所〕による 

将来推計（一部再計算）

①：出生率が、2030年に1.8、

2040年に2.07まで上昇

した場合 

   ②：①に加え、転出者のう

ち千葉県に再び「とて

も住みたい」という人

が5年間で戻った場合 

   ③：②に加え、転出者のう

ち千葉県に再び「やや

住みたい」という人が5

年間で戻った場合 
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仕事と家庭生活と地域・個人の生活優先 わからない 無回答
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資料：総務省「就業構造基本調査」（平成24年） 
注：年齢階級別就業希望率＝無職者のうち何か収入になる仕事をしたいと思っている者(年齢階級別)/総人口(年齢階級別) 
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希望するライフスタイルは実現しにくいようです希望するライフスタイルは実現しにくいようです
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15～19歳20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85歳以上

（％）

女性の有業率

女性の就業希望率

男性の有業率

資料：総務省「就業構造基本調査」（平成24年） 
注：年齢階級別就業希望率＝無職者のうち何か収入になる仕事をしたいと思っている者(年齢階級別)/総人口(年齢階級別) 

男女共同参画社会を実現するための行政の取組（千葉県）

第３次千葉県男女共同参画計画の策定から５年が経過し、この間、少子高齢化が

急速に進展し、労働力人口が減少していく中で、地域社会の活性化を図るために

は、男女がともに活躍できる環境づくりがますます重要となるなど、男女共同参画

を取り巻く状況は大きく変化しています。

こうした中、男女がともに働きやすく、子育てなどがしやすい環境づくりに向け

て、子育て・介護への支援やワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の

普及促進等に、より重点的に取り組む必要があります。また、深刻化するＤＶ・

児童虐待等の根絶と被害者への支援や、男女共同参画の視点を取り入れた防災

対策など、昨今の社会状況を踏まえた取組を一層進めていく必要があります。

本県では、こうした社会状況の変化や課題に対応するため、第４次千葉県男女

共同参画計画を策定しました。

（１）「男女共同参画社会基本法」に基づく法定計画です。

また、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」

に基づく推進計画としても位置付けています。（該当部分：第２章及び第３章の

基本的な課題１～３・７・８、第４章）

（２）千葉県総合計画「新　輝け！ちば元気プラン」や県の関連諸計画との整合性を

図っています。

○基本計画：平成３７年までの１０年間

○事業計画：平成２８年度から平成３２年度までの５年間

１ 計画策定の趣旨１ 計画策定の趣旨

２ 計画の位置付け２ 計画の位置付け

３ 計画の期間３ 計画の期間

資料：千葉県「第49回県政に関する世論調査」（平成26年） 
注：選択肢のうち上位6項目。
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子育てや介護中でいったん仕事を
辞めた人の再就職を支援する

子育てや介護中であっても仕事が
続けられるよう支援する

保育及び介護の施設やサービスを
充実する

労働時間短縮や在宅勤務の普及など
男女共に働き方の見直しを進める

国や地方公共団体の審議会委員や管理職など、
政策決定の場に女性を積極的に登用する

企業等の管理職に女性の
登用が進むよう支援する

仕事と家庭生活の両立のための支援が求められています仕事と家庭生活の両立のための支援が求められています

第１ 計画の基本的な考え方章



第３章 事業計画

１ 重点的取組
子育て・介護への支援 
ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）の普及促進 
地域活動における男女共同参画の促進 
政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 
ＤＶ・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援 
あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進 

２ 施策の内容（主なもの）

地域における子育て支援の体制の整備／幼児教育に関わる職員の人材育成と 
資質の向上／障害のある子どもの療育支援体制の充実／結婚から妊娠・出産・ 
子育てまでの切れ目のない支援/子どもの医療費助成の実施／地域における 
介護支援の体制の整備 

ワーク・ライフ・バランスの普及促進／育児休業・介護休業制度の普及・定着 
／県職場における仕事と家庭の両立が可能な職場環境の整備 

母性保護を含めた労働安全衛生法の周知徹底／健康で安心して働く  
ための法律等に関する知識の普及啓発 

家庭生活における男女共同参画に対する支援 

市民活動への参加促進／高齢者等の地域活動への参画支援/地域づくり
を担う人材の育成 

雇用の分野における女性の活躍推進／男女共同参画を推進している  
企業の表彰／労働相談の実施 

農林水産業における男女共同参画の促進 

自営業者や起業家等に対する支援 

女性の再就職支援/離職者等に対する支援 

多様な働き方に関する情報提供／シニア世代の多様な働き方支援 

県が設置する審議会等への女性登用促進／県職場・公立学校等におけ
る女性職員の登用推進／事業所、団体等における女性登用促進 

女性の能力発揮への支援 

ＤＶ防止及び被害者支援の総合的な推進／ＤＶ・ストーカー事案対策の推進
／児童虐待防止対策の総合的な推進／犯罪被害者等の支援の充実 

人権尊重思想の普及・高揚／青少年を取り巻く有害環境の浄化並びに 
福祉犯罪の取締り強化／セクシュアル・ハラスメントの防止 

インターネット上の違法情報に関する取締りの強化／情報活用能力（メデ
ィア・リテラシー）の学習機会の充実 

ひとり親家庭への経済・日常生活支援／ひとり親家庭への就業支援
／フリーター等若年者に対する就職支援／高齢者虐待防止対策の充実 

高齢者に対する相談の充実／障害のある人の生活・就労等に関する相
談・支援／障害のある人や女性等に配慮した観光関連施設の整備促進 

外国人にも暮らしやすい地域づくり／外国人のＤＶ被害者等への支援 

一人ひとりに応じた健康づくり／自殺対策の推進 

母子保健体制の充実／妊娠・出産に関する正しい知識の普及／不妊に
関する支援体制の充実／周産期母子医療体制の充実 

男女共同参画社会の実現に向けた広報・啓発活動の推進と支援／女性と
男性のための相談体制の充実 

男女共同参画に関する調査研究と情報の収集及び提供 

学校における男女共同参画や人権教育の啓発・推進／教育相談の充実 

キャリア教育の充実 

防災分野への女性の参画／防災教育の充実／避難所における男女共同
参画の促進 

目標

６ 生涯を通じた健康
づくりの促進

① 生涯を通じた男女の健康支援の推進 

② 妊娠・出産等に関する健康支援 

① ひとり親家庭等様々な困難な状況に置かれて

いる人々への対応 

② 高齢者・障害者の自立した生活に対する支援 

③ 外国人が安心して暮らせる環境づくり 

５ 誰もが安心して  
暮らせる環境の 
整備 

Ⅱ安全・安心に
暮らせる社会
づくり 

基本目標 施 策 の 方 向

① ＤＶ・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者  

への支援重点的取組

② 性に起因する人権侵害を許さない社会環境づくり 

③ メディアにおける女性や子どもの人権への配慮 

４  あらゆる暴力の 
根 絶 と 人 権 の  
尊重

８ 男女共同参画の視点
に立った教育・学習
の充実 

① 政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 

重点的取組

② 女性の能力発揮への支援 

３ 政策・方針決定 
過 程 に お け る  
男女共同参画の
促進

① 雇用の分野における男女の均等な機会と待遇

の確保 

② 農林水産業における男女共同参画の促進 

③ 自営業者、家族従業者、起業家等に対する支援 

④ 意欲と能力を生かす再就職に向けた支援 

⑤ 多様な働き方に対する支援 

① 子育て・介護への支援重点的取組

② ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）の

普及促進重点的取組

③ 誰もが健康で安心して働ける環境の整備 

④ 家庭生活における男女共同参画の促進 

⑤ 地域活動における男女共同参画の促進 

重点的取組

Ⅰあらゆる分野
で男女がとも
に活躍できる
環境づくり

１ ライフステージに
応じた仕事と生
活の調和の促進

２ 労働の場における
男女共同参画の 
促進 

基本的な課題

① 男女共同参画の視点を取り入れた防災対策の促進 

② 消防・防災活動における女性の活躍促進 

Ⅲ男女共同参画
社会の実現に
向けた基盤  
づくり 

① あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進 
重点的取組

② 男女共同参画に関する調査研究、情報の収集・

７ 男女共同参画へ
の意識づくり

① 学校教育・社会教育等における男女共同参画の
啓発・推進 

② 多様な選択を可能にし、個性を伸ばす教育・  
学習の充実 ９ 防災分野における

男女共同参画の 
促進

第２章 基本計画

〔基本理念〕 
日本国憲法（個人の尊重と法の下の平等）
男女共同参画社会基本法の５つの基本理念（「男女の人権の尊重」「社会における制度又は慣行についての配慮」
「政策等の立案及び決定への共同参画」「家庭生活における活動と他の活動の両立」「国際的協調」）

重点的取組について 

（１）子育て・介護への支援 
家庭において子育て・介護を行う家族の支え合いを補い、

子育て・介護を行う人の孤立感・負担感を軽減するため、

支援を行う体制の整備に努めます。

（２）ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）

の普及促進 
男女ともに仕事と生活の両立がしやすい環境づくりに

向けた意識啓発等に取り組みます。

（３）地域活動における男女共同参画の促進 
男女双方の積極的な地域活動への参画を促進し、地域の 

活性化を図ります。

（４）政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 
県の審議会等における女性委員の積極的登用など、政策・

方針決定過程への男女共同参画を促進します。

（５）ＤＶ・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害

者への支援 
ＤＶや児童虐待等、あらゆる暴力の根絶を図るための 

広報啓発に努めるとともに、被害者支援に関わる関係機関の

連携を強化し、支援の充実を図ります。

（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進 
男女共同参画が、女性、男性、高齢者、若者、子ども等

あらゆる人々にとって必要だということを理解してもらう

ため、積極的に広報啓発活動を推進します。

国・他都道府県 

連携・協力

市町村・県民・民間団体 
・千葉県男女共同参画推進連携会議 
・千葉県男女共同参画社会づくりネットワーク会議 
・千葉県男女共同参画地域推進員 

※この他（仮称）女性の活躍推進協議会の設置を検討 

第４章 推進体制

連携・協働

男女共同参画センター 
千葉県

男女共同参画
推進本部

災害対策コーディネーターの活動支援／地域における消防活動への参画促進

整備・提供

男女共同参画課 

千葉県

男女共同参画社会を実現するための行政の取組（千葉県）

第３次千葉県男女共同参画計画の策定から５年が経過し、この間、少子高齢化が

急速に進展し、労働力人口が減少していく中で、地域社会の活性化を図るために

は、男女がともに活躍できる環境づくりがますます重要となるなど、男女共同参画

を取り巻く状況は大きく変化しています。

こうした中、男女がともに働きやすく、子育てなどがしやすい環境づくりに向け

て、子育て・介護への支援やワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の

普及促進等に、より重点的に取り組む必要があります。また、深刻化するＤＶ・

児童虐待等の根絶と被害者への支援や、男女共同参画の視点を取り入れた防災

対策など、昨今の社会状況を踏まえた取組を一層進めていく必要があります。

本県では、こうした社会状況の変化や課題に対応するため、第４次千葉県男女

共同参画計画を策定しました。

（１）「男女共同参画社会基本法」に基づく法定計画です。

また、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」

に基づく推進計画としても位置付けています。（該当部分：第２章及び第３章の

基本的な課題１～３・７・８、第４章）

（２）千葉県総合計画「新　輝け！ちば元気プラン」や県の関連諸計画との整合性を

図っています。

○基本計画：平成３７年までの１０年間

○事業計画：平成２８年度から平成３２年度までの５年間

１ 計画策定の趣旨１ 計画策定の趣旨

２ 計画の位置付け２ 計画の位置付け

３ 計画の期間３ 計画の期間

資料：千葉県「第49回県政に関する世論調査」（平成26年） 
注：選択肢のうち上位6項目。
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子育てや介護中でいったん仕事を
辞めた人の再就職を支援する

子育てや介護中であっても仕事が
続けられるよう支援する

保育及び介護の施設やサービスを
充実する

労働時間短縮や在宅勤務の普及など
男女共に働き方の見直しを進める

国や地方公共団体の審議会委員や管理職など、
政策決定の場に女性を積極的に登用する

企業等の管理職に女性の
登用が進むよう支援する

仕事と家庭生活の両立のための支援が求められています仕事と家庭生活の両立のための支援が求められています

第１ 計画の基本的な考え方章

第３章 事業計画

１ 重点的取組
子育て・介護への支援 
ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）の普及促進 
地域活動における男女共同参画の促進 
政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 
ＤＶ・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援 
あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進 

２ 施策の内容（主なもの）

地域における子育て支援の体制の整備／幼児教育に関わる職員の人材育成と 
資質の向上／障害のある子どもの療育支援体制の充実／結婚から妊娠・出産・ 
子育てまでの切れ目のない支援/子どもの医療費助成の実施／地域における 
介護支援の体制の整備 

ワーク・ライフ・バランスの普及促進／育児休業・介護休業制度の普及・定着 
／県職場における仕事と家庭の両立が可能な職場環境の整備 

母性保護を含めた労働安全衛生法の周知徹底／健康で安心して働く  
ための法律等に関する知識の普及啓発 

家庭生活における男女共同参画に対する支援 

市民活動への参加促進／高齢者等の地域活動への参画支援/地域づくり
を担う人材の育成 

雇用の分野における女性の活躍推進／男女共同参画を推進している  
企業の表彰／労働相談の実施 

農林水産業における男女共同参画の促進 

自営業者や起業家等に対する支援 

女性の再就職支援/離職者等に対する支援 

多様な働き方に関する情報提供／シニア世代の多様な働き方支援 

県が設置する審議会等への女性登用促進／県職場・公立学校等におけ
る女性職員の登用推進／事業所、団体等における女性登用促進 

女性の能力発揮への支援 

ＤＶ防止及び被害者支援の総合的な推進／ＤＶ・ストーカー事案対策の推進
／児童虐待防止対策の総合的な推進／犯罪被害者等の支援の充実 

人権尊重思想の普及・高揚／青少年を取り巻く有害環境の浄化並びに 
福祉犯罪の取締り強化／セクシュアル・ハラスメントの防止 

インターネット上の違法情報に関する取締りの強化／情報活用能力（メデ
ィア・リテラシー）の学習機会の充実 

ひとり親家庭への経済・日常生活支援／ひとり親家庭への就業支援
／フリーター等若年者に対する就職支援／高齢者虐待防止対策の充実 

高齢者に対する相談の充実／障害のある人の生活・就労等に関する相
談・支援／障害のある人や女性等に配慮した観光関連施設の整備促進 

外国人にも暮らしやすい地域づくり／外国人のＤＶ被害者等への支援 

一人ひとりに応じた健康づくり／自殺対策の推進 

母子保健体制の充実／妊娠・出産に関する正しい知識の普及／不妊に
関する支援体制の充実／周産期母子医療体制の充実 

男女共同参画社会の実現に向けた広報・啓発活動の推進と支援／女性と
男性のための相談体制の充実 

男女共同参画に関する調査研究と情報の収集及び提供 

学校における男女共同参画や人権教育の啓発・推進／教育相談の充実 

キャリア教育の充実 

防災分野への女性の参画／防災教育の充実／避難所における男女共同
参画の促進 

目標

６ 生涯を通じた健康
づくりの促進

① 生涯を通じた男女の健康支援の推進 

② 妊娠・出産等に関する健康支援 

① ひとり親家庭等様々な困難な状況に置かれて

いる人々への対応 

② 高齢者・障害者の自立した生活に対する支援 

③ 外国人が安心して暮らせる環境づくり 

５ 誰もが安心して  
暮らせる環境の 
整備 

Ⅱ安全・安心に
暮らせる社会
づくり 

基本目標 施 策 の 方 向

① ＤＶ・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害者  

への支援重点的取組

② 性に起因する人権侵害を許さない社会環境づくり 

③ メディアにおける女性や子どもの人権への配慮 

４  あらゆる暴力の 
根 絶 と 人 権 の  
尊重

８ 男女共同参画の視点
に立った教育・学習
の充実 

① 政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 

重点的取組

② 女性の能力発揮への支援 

３ 政策・方針決定 
過 程 に お け る  
男女共同参画の
促進

① 雇用の分野における男女の均等な機会と待遇

の確保 

② 農林水産業における男女共同参画の促進 

③ 自営業者、家族従業者、起業家等に対する支援 

④ 意欲と能力を生かす再就職に向けた支援 

⑤ 多様な働き方に対する支援 

① 子育て・介護への支援重点的取組

② ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）の

普及促進重点的取組

③ 誰もが健康で安心して働ける環境の整備 

④ 家庭生活における男女共同参画の促進 

⑤ 地域活動における男女共同参画の促進 

重点的取組

Ⅰあらゆる分野
で男女がとも
に活躍できる
環境づくり

１ ライフステージに
応じた仕事と生
活の調和の促進

２ 労働の場における
男女共同参画の 
促進 

基本的な課題

① 男女共同参画の視点を取り入れた防災対策の促進 

② 消防・防災活動における女性の活躍促進 

Ⅲ男女共同参画
社会の実現に
向けた基盤  
づくり 

① あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進 
重点的取組

② 男女共同参画に関する調査研究、情報の収集・

７ 男女共同参画へ
の意識づくり

① 学校教育・社会教育等における男女共同参画の
啓発・推進 

② 多様な選択を可能にし、個性を伸ばす教育・  
学習の充実 ９ 防災分野における

男女共同参画の 
促進

第２章 基本計画

〔基本理念〕 
日本国憲法（個人の尊重と法の下の平等）
男女共同参画社会基本法の５つの基本理念（「男女の人権の尊重」「社会における制度又は慣行についての配慮」
「政策等の立案及び決定への共同参画」「家庭生活における活動と他の活動の両立」「国際的協調」）

重点的取組について 

（１）子育て・介護への支援 
家庭において子育て・介護を行う家族の支え合いを補い、

子育て・介護を行う人の孤立感・負担感を軽減するため、

支援を行う体制の整備に努めます。

（２）ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）

の普及促進 
男女ともに仕事と生活の両立がしやすい環境づくりに

向けた意識啓発等に取り組みます。

（３）地域活動における男女共同参画の促進 
男女双方の積極的な地域活動への参画を促進し、地域の 

活性化を図ります。

（４）政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 
県の審議会等における女性委員の積極的登用など、政策・

方針決定過程への男女共同参画を促進します。

（５）ＤＶ・児童虐待等あらゆる暴力の根絶と被害

者への支援 
ＤＶや児童虐待等、あらゆる暴力の根絶を図るための 

広報啓発に努めるとともに、被害者支援に関わる関係機関の

連携を強化し、支援の充実を図ります。

（６）あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進 
男女共同参画が、女性、男性、高齢者、若者、子ども等

あらゆる人々にとって必要だということを理解してもらう

ため、積極的に広報啓発活動を推進します。

国・他都道府県 

連携・協力

市町村・県民・民間団体 
・千葉県男女共同参画推進連携会議 
・千葉県男女共同参画社会づくりネットワーク会議 
・千葉県男女共同参画地域推進員 

※この他（仮称）女性の活躍推進協議会の設置を検討 

第４章 推進体制

連携・協働

男女共同参画センター 
千葉県

男女共同参画
推進本部

災害対策コーディネーターの活動支援／地域における消防活動への参画促進

整備・提供

男女共同参画課 

千葉県


